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第５ 避難困難地域の検討 

  本章では避難可能時間の間に、避難対象地域外に避難可能な地域を除いた避難困難地

域を抽出します。 

１ 各種条件の設定 

 （１）津波到達時間の設定 
  津波到達時間は、「豊橋市 ２０１４」の理論上最大想定モデル（ケース①）で最短

到達時間となるためこの時間を設定します。 

 

   図８ 津波到達時間予測図 （理論上最大想定モデル ケース①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図９ 津波到達時間予測（三河湾側） 
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 （２）避難可能距離の設定 
  避難可能距離は、徒歩を前提として、避難開始から津波到達時間までに避難目標地点、

または津波避難ビルや津波避難場所等へ避難することが可能な距離とします。 

  「津波防災まちづくりの計画策定に係る指針（第１版） 平成２５年６月 国土交通

省都市局都市安全課・街路交通施設課」を参考に、「健常者」、「健常者に比べ、歩行

に時間がかかることが予想される人」（以下「老人単独」という）、「車いす、ベビー

カー」（以下「車いす等」という）の３パターンの避難者を設定し、危険側の評価にな

らないよう避難速度を、以下のように設定しました。（表４参照） 
 

・歩行速度（平地） 

 健 常 者：60.0［m/分］ ← 1.0m /sec×60sec 

 老人単独：24.0［m/分］ ← 0.40m /sec×60sec 

 車いす等：42.6［m/分］ ← 0.71 m /sec×60sec 

   

・昇降速度（津波避難ビル等の階段を昇降する際の歩行速度をいう） 

 健 常 者：30.0［m/分］ ← 0.5m /sec×60sec 

 老人単独：12.6［m/分］ ← 0.21m /sec×60sec 

 車いす等：12.6［m/分］ ← 0.21m /sec×60sec 

 

また、表５より、液状化による歩行速度の低減を考慮し、上記の歩行速度の 65％とし

ました。これにより、歩行速度は、以下のように設定し検討しました。なお、昇降速度

は、上記のとおりとしました。 

 

 表３ 避難速度一覧 

 区分 計算式 速度 

歩
行
速
度 

健常者 60.0［m/分］×0.65 39.0［m/分］ 

老人単独 24.0［m/分］×0.65 15.6［m/分］ 

車いす等 42.6［m/分］×0.65 27.6［m/分］ 

 

昇
降
速
度 

健常者 0.5m /sec×60sec 30.0［m/分］ 

老人単独 0.21m /sec×60sec 12.6［m/分］ 

車いす等 0.21m /sec×60sec 12.6［m/分］ 
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  表４ 各種調査等における避難速度 
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出典：『津波防災まちづくりの計画策定に係る指針（第１版）』  

平成２５年６月 国土交通省都市局都市安全課・街路交通施設課 
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表５ 避難危険度算定における「メッシュ算定方式」と「町丁目算定方式」の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：『地震時の被害特性に基づいた地域別の脆弱性に関する実証的分析』 

     ２０００年１１月  筑波大学 システム情報工学研究科 
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（３）時間帯 

  時間帯は、避難開始種別ごとに、昼もしくは夜の 2 パターンとしました。なお、夜の

避難速度（歩行速度・昇降速度）は、昼の避難速度の 80%としました。 

出典：『津波避難対策推進マニュアル検討会 報告書』  

平成２５年３月 総務省消防庁国民保護・防災部防災課  

 

（４）避難開始時間 

「豊橋市 ２０１４」における人的被害の想定では、発災後「直接避難（以後、「す

ぐ避難」という）」、「用事後避難」、「切迫避難・避難しない」の 3 パターンの避難

開始時間を設定しています。 

本指針では、全員が避難するものとして特定避難困難者数を推計するため、「切迫避

難・避難しない」は考慮せず、発災後「すぐ避難」、「用事後避難」の 2 パターンの避

難開始時間を設定しました。ここで、用語の定義を以下に示します。 

 

・すぐ避難・・・昼は地震発生後 5 分、深夜は地震発生後 10 分で避難開始する。 
・用事後避難・・・地震発生後、何らかの用事を済ませた後に避難することで、昼は   
        地震発生後 15 分、深夜は地震発生後 20 分で避難開始する。 
・切迫避難・・・津波が迫ってから避難する。 
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２ 避難困難地域の設定 

 

避難困難地域は、津波到達予想時間までに、避難行動対象地域外（避難の必要がない

安全な地域）に避難することが困難な地域です。 

  避難行動対象地域から、避難可能地域を除外し、避難困難地域を設定します。なお、

避難可能距離については、下記の式により算出しました。 

 

 

 

 

①歩 行 速 度 V w……表３『避難速度一覧』のとおり 

②避難可能時間 Tp……津波到達予想時間 Ta－避難開始時間 Ts 

③避難距離と直線距離の比……図１０を参考に設定 

 

図１０ 避難距離と直線距離の比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『津波避難を想定した避難路、避難施設の配置及び避難誘導について（第３版）』  

平成２５年４月 国土交通省都市局街路交通施設課  

 

 

 

 

 

 

避難可能距離 L[m]＝歩行速度 Vw[m/分]×避難可能時間 Tp[分]÷1.5（避難距離と直線距離の比）  
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また、東日本大震災における避難距離の統計結果によると、2km 以上歩いて避難した

人の割合は、極めて少ない結果となっています（図１１参照）。また、老人単独や車い

す等の避難は、健常者の避難に比べて、避難できる距離は短くなると考えられます。し

たがって、これらの統計結果を参考に、避難可能距離の上限を、以下のように設定しま

した。 

 

図１１ 「徒歩」による避難の避難距離(東日本大震災における避難距離の統計結果) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：津波避難を想定した避難路、避難施設の配置及び避難誘導について（第３版） 平成 25 年 4 月 

国土交通省都市局街路交通施設課 

 

区分 避難可能距離の上限 

健常者 距離：2km まで 

老人単独、車いす等 距離：0.5km まで※ 
   ※出典：『津波避難対策推進マニュアル検討会 報告書』平成２５年３月 消防庁国民保護・防災部防災課  
 

  前述の条件を基に、津波避難困難地域の設定を行ったものを図１２に示します。 

なお、避難困難地域の設定は、歩行速度（３パターン）、時間設定（２パターン）、

避難開始時間（２パターン）の計１２パターンがありますが、指針の基本となる避難困

難地域の設定にあたっては、より多くの方が該当すると思われる以下の条件で設定を行

います。 

 

○津波避難行動指針における避難困難地域の設定パターン 

  歩 行 速 度：健常者 

  時 間 設 定：昼 

  避難開始時間：すぐ避難 
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図１２ 避難困難地域図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


